
市
で
は
、
家
庭
の
生
ご
み
な
ど

を
自
家
処
理
し
、
排
出
段
階
で
ご

み
を
減
ら
す
た
め
の
家
庭
用
生
ご

み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
を

購
入
し
、
設
置
し
た
方
へ
購
入
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
助
成
対
象
　
三
鷹
市
民
ま
た
は

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
方
で
、

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ

ス
ト
容
器
を
購
入
し
、
市
内
に
設

置
し
た
方
（
１
世
帯
に
つ
き
１
基

ま
で
）

◆
対
象
機
種

１
日
あ
た
り
の
処

理
能
力
が
６
H
@
程
度
で
、
次
の

２
つ
以
上
に
該
当
す
る
も
の
が
対

象
で
す
（
た
だ
し
、
業
務
用
の
生

ご
み
処
理
機
や
、
デ
ィ
ス
ポ
U

ザ

U

は
対
象
外
）。

①
生
ご
み
の
減
容
率
が
３
分
の

２
以
上
で
あ
る
こ
と
、
②
電
気
的

ま
た
は
生
物
的
処
理
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
③
減
容
物
は
土
壌
改

良
材
と
し
て
利
用
で
き
る
か
、
完

全
に
分
解
し
て
い
る
こ
と
。

※
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
（
価
格
が

３
千
円
以
上
の
も
の
）
も
助
成
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
助
成
金
額

別
表
の
と
お
り

◆
申
請
方
法

①
購
入
者
氏
名
・

購
入
年
月
日
・
販
売
店
名
・
製
品

名
・
金
額
が
記
入
さ
れ
た
領
収
書

（
ま
た
は
市
所
定
の
販
売
証
明

書
）
・
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
不

可
）
、
②
本
人
名
義
の
金
融
機
関

の
口
座
番
号
（
郵
便
局
は
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
）
を
持
参
し
、
ご
み

対
策
課（
市
役
所
５
階
Y
番
窓
口
）

で
所
定
の
申
請
書
と
請
求
書
、
口

座
振
替
依
頼
書
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
審
査
・
交
付
の
決
定
な
ど

申

請
の
内
容
を
審
査
し
た
後
、
実
際

に
使
用
し
て
い
る
状
況
を
見
に
お

伺
い
し
ま
す
。
審
査
の
結
果
適
当

と
認
め
ら
れ
た
後
、
指
定
さ
れ
た

口
座
に
助
成
金
を
振
り
込
み
ま

す
。
助
成
金
額
は
、
実
際
の
本
体

の
購
入
価
格
（
消
費
税
・
工
事

費
・
配
送
料
な
ど
の
諸
経
費
を
除

く
）
か
ら
算
出
し
ま
す
。

∞
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３

５

冷
た
い
飲
み
物
が
お
い
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
空

き
び
ん
・
空
き
缶
を
月
２
回
、
オ

レ
ン
ジ
色
の
コ
ン
テ
ナ
で
収
集
し

て
い
ま
す
が
、
夏
に
な
る
と
収
集

量
が
増
え
、
コ
ン
テ
ナ
か
ら
あ
ふ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

量
が
増
え
る
の
は
一
時
的
な
も
の

な
の
で
、
収
集
の
効
率
を
考
え
る

と
コ
ン
テ
ナ
の
数
を
簡
単
に
は
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
み
な

さ
ん
に
は
ご
不
便
を
か
け
ま
す

が
、次
の
こ
と
に
協
力
く
だ
さ
い
。

①
空
き
缶
を
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ

る
際
に
は
で
き
る
だ
け
つ
ぶ
し
て

く
だ
さ
い
。
②
ビ
U

ル
は
瓶
を
選

び
、
販
売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
③
ス
U

パ
U

の
店
頭
自
主
回
収
を
利
用
し

た
り
、
地
域
で
行
っ
て
い
る
集
団

回
収
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

④
コ
ン
テ
ナ
に
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
持
参
し
た
袋
は
絶
対
に
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
び
ん
と
缶
を
分
け
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

∞
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３

５

都
で
は
、
未
就
業
看
護
師
の
就

職
促
進
、
人
材
確
保
の
た
め
に
、

ふ
れ
あ
い
ナ
U

ス
バ
ン
ク
（
再
就

職
相
談
会
）
を
開
催
し
ま
す
。

▽
①
７
月
16
日
Õ
正
午
〜
午
後
４

時
30
分
、
東
京
都
ナ
U

ス
プ
ラ
ザ

（
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
徒
歩
７
分
）、
②

24
日
Œ
午
後
１
時
〜
４
時
、
ナ
U

ス
バ
ン
ク
立
川
（
Ｊ
Ｒ
立
川
駅
徒

歩
10
分
）
で
。

く
わ
し
く
は
東
京
都
ナ
U

ス
プ

ラ
ザ
ò
03
―
３
３
５
９
―
３
３
５

５
へ
。

◆
展
示
・
受
付

７
月
13
日
—
〜

20
日
è

◆
抽
選
会

７
月
21
日
À
午
前
11

時
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
で
は
、

粗
大
ご
み
と
し
て
回
収
し
た
も
の

の
中
か
ら
選
ん
だ「
掘
り
出
し
物
」

（
家
具
類
）
を
抽
選
に
よ
り
提
供

し
て
い
ま
す
。
申
込
時
に
官
製
は

が
き
（
郵
便
料
本
人
負
担
。
こ
の

は
が
き
で
「
当
選
・
落
選
」
を
お

東
京
都
水
道
局
で
は
、
12
月
ま

で
「
水
道
フ
レ
ッ
シ
ュ
診
断
」
を

▼
７
月
19
日
–
（
必
着
）
ま
で
に
、

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
年
齢
と
説
明
会
の
希
望
日

（
①
〜
④
）
を
記
入
し
「
〒
181
―

０
０
０
４
新
川
６
―
35
―
33
三
鷹

市
シ
ル
バ
U

人
材
セ
ン
タ
U

」
へ

申
し
込
む
。
定
員
20
人
。

∞
同
セ
ン
タ
U

ò
48
―
６
７
２

１

の
）
、
ミ
ニ
バ
ラ
か
ス
プ
レ
U

バ

ラ
（
生
花
）、
フ
ロ
U

ラ
テ
U

プ
、

花
ば
さ
み
。
先
着
15
人
。

※
乾
燥
剤
500
@
は
市
民
工
房
で

用
意
し
ま
す
が
、
実
費
（
約
500
円
）

負
担
が
あ
り
ま
す
。

◆
「
浴
衣
か
ら
サ
マ
U

カ
U

デ
ィ

ガ
ン
を
作
り
ま
す
」

▽
７
月
18
日
œ
午
後
１
時
〜
３
時

30
分
。
持
ち
物
は
、
浴
衣
（
も
し

く
は
古
布
巾
95
B
×
長
さ
260
B
ぐ

ら
い
）
、
洋
裁
道
具
、
型
紙
用
紙

（
新
聞
紙
見
開
き
２
枚
）、
紙
用
は

さ
み
、
布
用
は
さ
み
。
先
着
10
人
。

▼
い
ず
れ
も
同
工
房
（
水
・
木
・

土
・
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
開
館
）
ò
34
―
３
１
９
６
へ
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む
。

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
診
断
は
、
都
営
水
道
を
使

用
し
て
い
る
全
家
庭
を
対
象
に
、

平
成
12
年
か
ら
３
年
計
画
で
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
三
鷹
市
で

も
東
京
都
水
道
事
業
へ
の
統
合
に

伴
い
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

診
断
は
、
水
道
部
の
職
員
ま
た

は
委
託
者
が
み
な
さ
ん
の
お
宅
を

訪
問
し
、
漏
水
や
水
質
調
査
な
ど

を
無
料
で
行
い
ま
す
。
訪
問
日
時

は
事
前
に
通
知
し
ま
す
。
ご
都
合

の
つ
く
範
囲
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
お
伺
い
す
る
職
員
等
は
、
腕

章
お
よ
び
胸
に
身
分
証
明
書
を
つ

け
て
い
ま
す
。
診
断
を
装
っ
た
浄

水
器
な
ど
の
悪
質
な
訪
問
販
売
に

は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

∞
工
務
課
ò
内
線
３
４
３
３

知
ら
せ
し
ま
す
）
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。
当
選
し
た
方
は
、
抽
選
の

次
の
日
曜
日
ま
で
に
所
定
の
手
続

き
を
済
ま
せ
、
当
選
品
を
持
ち
帰

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

抽
選
は
公
開
抽
選
で
す
が
、
駐

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
抽
選

時
の
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
市

民
工
房
（
水
・
木
・
土
・
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
開
館
）
ò

34
―
３
１
９
６
へ
。

対
象
は
、
市
内
在
住
の
概
ね
60

〜
65
歳
の
方
で
、
受
講
決
定
後
、

三
鷹
市
シ
ル
バ
U

人
材
セ
ン
タ
U

に
入
会
し
て
い
た
だ
け
る
方
。

◆
講
習
期
間

８
月
19
日
Ã
〜
10

月
31
日
œ
。
受
講
料
は
３
千
400
円

（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）。

◆
説
明
会

①
７
月
23
日
Õ
午
前

10
時
、
②
23
日
Õ
午
後
２
時
、
③

24
日
Œ
午
後
２
時
、
④
25
日
œ
午

前
10
時
、
シ
ル
バ
U

人
材
セ
ン
タ

U

で
。

¬
三
鷹
市
勤
労
者
福
祉
サ
U

ビ

ス
セ
ン
タ
U

は
、
市
役
所
第
二
庁

舎
３
階
に
移
転
し
ま
し
た
。
電
話

番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◆
移
転
先

野
崎
１
―
１
―
１
三

鷹
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階

∞
同
セ
ン
タ
U

ò
47
―
５
１
５

２

（
下
連
雀
４
―
17
―
23
国
分
寺
労

政
事
務
所
）
で
。

▼
同
事
務
所
ò
47
―
８
２
３
１
へ

申
し
込
む
。
先
着
80
人
。

◆
「
花
の
美
し
さ
そ
の
ま
ま
に
フ

ラ
ワ
U

ボ
ト
ル
を
作
り
ま
す
」

▽
７
月
13
日
—
午
前
10
時
〜
正

午
。
持
ち
物
は
、
広
口
の
空
き
び

ん
（
よ
く
洗
っ
て
乾
か
し
た
も

対
象
は
、
60
歳
以
上
で
、
三
鷹

市
シ
ル
バ
U

人
材
セ
ン
タ
U

に
新

規
入
会
し
、
就
業
で
き
る
方
。

▽
９
月
13
日
–
〜
10
月
15
日
Õ

（
全
15
回
）
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
、
東
京
都
高
年
齢
者
就
業
セ
ン

タ
U

（
地
下
鉄
飯
田
橋
駅
徒
歩
７

分
）。
テ
キ
ス
ト
代
自
己
負
担
。

▼
７
月
17
日
Œ
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
コ
U

ス
名
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月

日
を
記
入
し
「
〒
102
―
０
０
７
２

千
代
田
区
飯
田
橋
３
―
10
―
３
¬

東
京
都
高
齢
者
事
業
振
興
財
団
」

へ
申
し
込
む
。
選
考
で
若
干
名
。

∞
同
財
団
ò
03
―
５
２
１
１
―

２
３
２
７

国
分
寺
労
政
事
務
所
主
催
。
公

正
で
納
得
性
の
あ
る
人
事
考
課
と

そ
の
運
用
に
つ
い
て
（
全
２
回
）。

▽
①
こ
れ
か
ら
の
人
事
・
賃
金
制

度
と
人
事
考
課
＝
７
月
18
日
œ
、

②
公
正
で
納
得
性
の
あ
る
人
事
考

課
と
は
＝
19
日
–
。
い
ず
れ
も
午

後
２
〜
５
時
、
旧
三
鷹
労
政
会
館
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今
日
は
七
夕
で
す
。
短
冊
に

願
い
を
込
め
て
夜
空
の
天
の
川

を
見
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
　
空
を
じ
っ
く
り
眺
め
る

良
い
機
会
で
す
ね
。

こ
の
「
空
」
は
地
球
を
覆
う

「
大
気
」
の
一
部
の
呼
称
で
す
。

私
た
ち
は
大
気
の
中
で
暮
ら
し

て
い
る
の
で
す
。

●
大
気
汚
染
と
は
？

大
気
汚
染
と
い
う
と
、
ど
ん

な
こ
と
を
連
想
し
ま
す
か
？

「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
」「
工
場
の

ば
い
煙
」
「
自
動
車
の
排
気
ガ

ス
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

大
気
を
汚
す
物
質
で
、
人
の

健
康
に
影
響
が
あ
る
も
の
に

は
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

（
Ｏ
ｘ
）
や
自
動
車
の
排
気
ガ

ス
が
主
な
原
因
の
窒
素
酸
化
物

（
Ｎ
Ｏ
ｘ
）、
浮
遊
粒
子
状
物
質

（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
物
質
が
、
大
気
中
に

排
出
ま
た
は
生
成
さ
れ
、
こ
の

濃
度
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
大
気
汚
染
が
発
生
し
ま
す
。

市
で
は
、
環
境
測
定
を
継
続

的
に
行
い
大
気
汚
染
を
監
視
し

て
い
ま
す
。

大
気
汚
染
の
な
か
で
よ
く
耳

に
す
る
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
４
月

か
ら
10
月
の
日
差
し
が
強
く
、

気
温
の
高
い
風
の
弱
い
日
に
発

生
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
太
陽
光

と
汚
染
物
質
が
反
応
し
て
オ
ゾ

ン
（
Ｏ
３

）
な
ど
の
酸
化
性
物

質
が
発
生
す
る
の
が
原
因
で

す
。こ

の
物
質
は
、
目
や
の
ど
を

刺
激
し
て
、
涙
が
出
る
、
眼
が

チ
カ
チ
カ
す
る
、
の
ど
が
痛
い

な
ど
の
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。

ま
た
吐
き
気
や
頭
痛
、
気
分
が

悪
く
な
る
、
と
い
っ
た
症
状
が

で
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

三
鷹
市
で
は
、
東
京
都
か
ら

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
注
意
報
や

警
報
の
情
報
が
入
る
と
直
ち
に

防
災
無
線
な
ど
を
通
じ
て
市
民

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
防
災
無
線

が
聞
こ
え
た
場
合
に
は
、
で
き

る
だ
け
外
出
や
運
動
を
避
け
、

室
内
へ
入
り
ま
し
ょ
う（
な
お
、

注
意
報
・
警
報
は
日
没
に
は
解

除
に
な
り
ま
す
）。

●
大
気
汚
染
対
策
は
？

大
気
汚
染
対
策
の
主
な
も
の

は
、
事
業
所
・
工
場
か
ら
の
汚

染
の
防
止
や
、
自
動
車
排
気
ガ

ス
の
抑
制
な
ど
で
す
。
私
た
ち

に
も
で
き
る
こ
と
は
、
①
車
の

使
用
を
控
え
、
自
転
車
や
、
電

車
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
を
利
用
す
る
。
②
車
を
利
用

す
る
場
合
は
、
空
ぶ
か
し
や
ア

イ
ド
リ
ン
グ
を
行
わ
な
い
。
③

車
を
購
入
す
る
場
合
に
は
、
低

公
害
車
を
選
ぶ
。
④
敷
地
内
の

緑
化
に
努
め
る
、
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
少
し

ず
つ
努
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
の
改
善
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
次
回
の
テ
U

マ
は
「
省
エ

ネ
ル
ギ
U

」
で
す
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５

２
３

シ
リ
ー
ズ

『
環
境
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
』
②

「
大
気
汚
染
っ
て
何
？
」

①

②

3,000円以上

50,000円未満

50,000円以上

購入金額

(1基あたり)

助成金額(1,000円未満の端数

は切り捨て)

価格の２分の１

以内で15,000円を上限とする

価格の３分の１

以内で20,000円を上限とする

空
き
び
ん
・
空
き
缶

収
集
の
お
願
い

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

講
習
会

看
護
師
の
再
就
職
相
談
会

ふ
れ
あ
い

ナ
ー
ス
バ
ン
ク

使
用
者
実
務
セ
ミ
ナ
ー

三
鷹
市
勤
労
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
が
移
転

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

７
月
の
「
掘
り
出
し
物
」
抽
選

水道フレッシュ

診断実施中

訪
問
介
護
員

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

３
級
課
程
養
成
研
修

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

就
業
支
援
講
習

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級

ミ
ヨ

リ
　
サ
　
イ
　
ク
　
ル

ミ
ヨ

リ
　
サ
　
イ
　
ク
　
ル

市では現在、ごみ焼却場

のダイオキシン類削減対策

の第三期工事（最終年度）

を実施しています。これに

伴い、先月12日間すべての

炉を停止し、ごみの焼却が

止まりました。この影響で

今後しばらくの間、焼却場

内はごみで満杯になること

が予想されるため、より一

層のごみ減量に協力をお願

いします。

ごみの減量に

より一層のご協力を

◆
職
種

保
育
助
手

◆
応
募
資
格

保
育
士
有
資
格
者

◆
勤
務
場
所

南
浦
東
保
育
園

（
下
連
雀
６
―
12
―
１
）

◆
勤
務
期
間

８
月
12
日
Ã
〜
９

月
30
日
Ã

◆
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
実
働

７
時
間
30
分
）

く
わ
し
く
は
、
同
保
育
園
ò
40

―
７
１
６
６
へ
。

■
市
立
保
育
園
で

臨
時
職
員
を

生ごみ処理機で
 　  ごみの減量を！

生
ご
み
処
理
機
で

生
ご
み
処
理
機
で

　
ご
み
の
減
量
を

　
ご
み
の
減
量
を

生
ご
み
処
理
機
で

　
ご
み
の
減
量
を


